



Holocene fluvial terrace formation in the Chikura area, southeastern part of Boso Peninsula




































新世河成段丘の形成に関連するものとして，瀬戸川の河口から約 1km 上流の A 地点（図 2）で 2 点（試
料１，試料２）の試料を採取し，（株）パレオ・ラボに依頼して放射性炭素年代を測定した。これに




試料については Marine13）を用いている。年代値に示す誤差範囲は，± 1 σを示している。
地点Ａでは，瀬戸川河岸の標高 2m 前後の場所に，貝化石を含むシルト層が露出している。試料１
は標高 2.1m の場所から採取された貝殻（イボウミニナ，Batillaria zonalis）である。測定値は以下
の通り。








14C 年代：895 ± 20	yrBP
暦年代：1049-1084	cal	AD，1125-1137	cal	AD，1150-1169	cal	AD


























面は，歴史上の記録などから，AD1703 年 12 月 31 日の元禄関東地震時に離水したものであることが
知られている。
上述のような完新世河成段丘面形成過程が進行してきたとすると，A 地点では，BC	1,000 年頃の




さらに 500 ～ 700 年程度に海洋リザーバー効果による過大評価分を加えた時間が経ってからである。































測定ではδ 13C が不明のため，貝の一般的な値である 0 ± 3‰と仮定して同位体補正を行った上，3
章に示す方法で暦年補正を行ったところ，1550-1716	cal	AD となった。
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